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【目的】W ／O マ イ ク ロ エ マ ル シ ョ ン は 、 有機溶媒に界面活 性物質を添加 した 際、親水

部分 を核 と して 形 成 され る nm ス ケール の 分子 集合体 で あ る。近 年、 こ れ を有機溶媒 中
で の 酵 素 反応 や バ イオ プロ ダク トの 抽 出 分離に利用する研究が行わ れ て い る。そ の 形成

に は 、主 に 強イ オ ン性 の 界面活性剤 と 飽和 炭 化水 素 な どの 有機溶媒が 利用 され て い る

が 、食 品や 医 薬品の 製造に 利用 され るバ イオ プ ロ ダク トを生産す る 場合、生体適合性 を

有 した W ／（）マ イ ク ロ エ マ ル シ ョ ン を利 用す る こ とが 望 ま し い 。 本研 究 で は 、界 面活 性
物質 と して リ ン脂 質 を使用 したW ／○マ イ ク ロ エ マ ル シ ョ ン の 形 成 を 行 い 、そ の 挙動 に

つ い て 検討を行 っ た。

【方 法お よび結果】有機相へ の 水の 可溶化挙動 を測 定 した結 果、界面活性物質 と して 粗
大豆 レ シ チ ン 、有機 溶媒 と して 脂 肪酸エ チ ル を用い た 系で 、 W ／O マ イ ク ロ エ マ ル シ ョ

ン が 形成で き る こ とが わ か っ た 。 小 角 X 線散乱 分 析 の 結果、そ の慣性 半径 は3 〜 5nm 程

度で あ っ た 。水 相 中の 塩 濃度 の 増 加に伴 い、可溶化 され る 水の 濃度が 滅少す る と共 に 、

W ／O マ イ ク ロ エ マ ル シ ョ ン の 慣性半径 も減少す る こ とが わか っ た 。 また 、形 成 され た

W ／0 マ イ クロ エ マ ル シ ョ ンに よ り、水相中か ら有機相 中に タ ンパ ク 質 を抽 出 ・可溶化
す る こ とが で きた 。
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【目的 】固定 化 酵 素 を極性 溶剤 中で 使 用 す る場 合、
一

般 に酵 素の 疎 水 吸着 が 阻 害
され 、 担体か らの 酵 素 の 脱 離 が懸 念 され る 。 脱 離 を防ぐ 目的で グル タル アル デ ヒドに

よる共有 結合法 が広 く行 われ て い るが、演 者らの 結果に よると本 法 は 不 十分 で ある 。

そこで 固定化 用試 薬 として poly（methyl 　vinyl 　ether ／Inaleic 　anhydride ）を用い て疎
水 基 導入 キ トサ ン ビーズ に リパ ー ゼ を固定 化 し 、 極性 溶剤 中で の エ ス テ ル 分解反 応
を検討 した 。

【方 法 及 び 結 果 】平均 粒子 径 約 0．1mnl の 架橋 キトサン ビ ーズ に ス テ アリン 酸 を導入
し固 定化 用 担体を得 た。担 体 に poly（皿 ethy 正vinyl 　ether ／maleic 　anhydride ）を導入 し

活性 化 担 体とした後 、 リパ ーゼ CV （旭 化 成製 ）を固定 化 した 。 水 を含 むア セ トン 溶液
中で 、リパ ー ゼ の 脱 離 挙 動 、お よび α

一
モ ノラウリン の 加 水 分解活 性を測 定した 。 こ

の 際 、グル タル アル デヒ ドを使 っ た 固定 化 リパ ー ゼ と比 較検 討 した。結 果 、 グル タル

アル デヒド固定化 リパ ーゼ は 水 を含 む 極性 溶剤 中で 顕 著な酵素 の 脱 離 が 見 られ た 。

固定 化 試 薬 として poly（皿 ethyl 　vinyl 　ether ／皿 aleic 　anhydride ）を用 い るこ とで 酵素
脱 離が ほ とん ど起こ らない 固 定 化酵 素を調製 することがで きた 。 本 固定化 酵 素は 基
質 溶 液 に pH 緩衝液 を加 えることで 、モ ノラウリン の 繰 り返 し分解 反応 が 可能で あっ

た 。
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